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私の探鳥地⑫
千　歳　市　街　地　　　　遠　藤　　茂

私の住居より、串で20分～30分のところに、支務湖野

鳥の森・ウトナイ湖・恵庭公園・北大苫小牧浜習林・広

島町レクリェーショソの森・長都原野・千歳市ふ化場等

多くの探鳥地があるが、常に出かけるのは、5分ほどで

いける千歳市青葉公園を中心とした、千歳市の中央を流

れる千歳川岸である。

下流は、千歳市立第二小学校から上流はサソポート・

ガーデソまでが、私のホームグラソドである。

青葉公園は、近年野球場・テニスコート・陸上競技場・

キャソプ場等ができ、野鳥の生息地としては必ずしも好

適な場所ではないが、まだ樹木も多く大木も残っており、

特に千歳神社の宮司さんが愛鳥家で境内にバードテーブ

ルを設置されており、多くの野鳥たちの憩の場として活

用されている。

神社境内には、アカゲラ，コゲラ・シジュウカラ・ハ

シプトガラ・ヤマガラ・ゴジュウカラ・エナガ・シメ・

キクイタダキ等一年中観察できる。

時々エゾリスとキタキツネが、子を連れてあらわれ、

私たちを観察している。

神社の境内を通って、公民館の裏から、千歳川を右手

眼下に見ながら進むと、クロツグミ・トラツグミ・ヒヨ

ドリ・アカハラ・コムクドリ・ヤプサメ・カワヒラハワ・

キビタキ・オオルリも多く見かけるようになる。

更に進めば、春の渡りの時期にノピタキ・エゾ

ピタキを見ることもある。

奥に進んで高速道路近辺には、ウグイスやメジ

ロ・イカル・キジバト・エゾライチョウ・アオジ

がよく現れる。

森の奥からは、カッコウ・ツツドリ・アオバト

の声が聞こえて来る。また夜にはアオバズクの声

も聞くことが出来るのはこの辺である。

夕方にかけてカラスの大群を観察するには、図

書館の裏が一番である。

晩秋カ、ら冬にかけて、ほぼ同じコースを歩けば、

キレンジャク・ヒレソジャク・ツグミ・アトリ・

ヤマゲラ・オオアカゲラ・カケスを観察でき、時

には、ミヤマホオジロ・マヒワ・ウソを見ること

が出来る。

第二小学校よりイソディアン水車周辺までの千

歳川には、オオハクチョウ・キンクロハジロ・ホ

オジロガモ等の水鳥を時々見かける。又この近く

にある交通公園内ではコウライキジが歩いている

のを観察することがある。

千歳川の鉄橋をこえて市の中心である市役所裏に至る

とイワツバメを見ることが出来る。時にはミソクが土管

から顔を出して、飛行して来るジェット機をうるさそう

に眺めている。

11月下旬からは、ナナカマドやオソコの樹が多いので

日中でもツグミ・ヒレソジャク・キレソジャク・ヒヨド

リを戟察して、レストラソで昼食をして帰宅する事が多

くなる。

市役所より上流の神社周辺及びサソポート・ガーデソ

にかけては、キセキレイ・カワセミ、それから千歳市の

鳥であるヤマセミにお目にれる。

またカワガラスがあらわれて、水中にもく・るのを見る

ことが出来る。

コガモ・マガモがのんびりと川のよどみで、遊んでい

るのもこの辺である。

秋には、イソディアソ水車で一皮捕獲したサケを力強

い良い卵を取るためふ化場まで、そ上させるために放流

したサケを観察できるのも、こま辺が一番良いところで

ある。

運がよければアカショウピソを、冬には、オジロワシ・

オオワシも出現するので観察できる。

千歳市若草2丁目18～5
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追悼犬飼哲夫先生

野　村　梧　郎

ヽ－′

犬飼先生が亡くなられた。最近は東京で療養生活を送

られていて、北海道におらなかったためお目にかかる機

会をつくれなかったのが残念でなにか大きな穴があいた

ような気持ちになり、偉大だった先生の存在をあらため

て思いなおしている。

先生とお知り合いになれたのは20年ほどまえ、昭和44

年からのことでその後ほとんど間をかず、野鳥愛護会を

つくるはこびになっている。このため、犬飼先生と野鳥

愛護会は私の人生において完全に併行し重なりあった存

在になった。

今から20年前、野鳥愛護会が発足したころは環境庁が

設置される直前で、北海道では自然保養条例制定作業が

具体化しはじめていた。いま思い直してみると当時は、

野生動物にたいする社会の新しい認識が生れ始めている

ときだったと言える。

この時代を背景にして誕生した野鳥愛護会だったが、

リーダーになる人には新しい野鳥保護の流れを的確にと

らえ会を導いていく力を望まれた。また、人々の気持ち

をひとつにまとめるため昔からのいきさつにくわしい人

をとも考えられていた。

犬飼先生はこの条件にぴったりで、そのうえ長年つち

かわれた人脈は豊かで先生を尊敬している人も多い。

犬飼先生に、野鳥愛護会の初代会長をお願いするとき

このようなことが考えられたのだが、当時すでに先生は

北大を退職しておられはしたが、とにかくお忙がしい方

だった。公的機関の審議会や要点会それに調査の依頼な

ど、先生の学識経験を頼られることが多く畷の無い毎日

を過しておられた。

この忙がしい先生が、野鳥愛護会の会長を引き受けて

Fきった）西に向うか東に行くのかさえはっきりしない

本会が、いまの姿になるのを先生は見直されていたのか

も知れないと最近は思うようになっているが。当時は、

よちよち歩きを始めようとする別の団体の会長を、先生

はどの方がよく引き受けて下さったと思ったものだった。

野鳥愛護会発足後の先生は、温厚な人柄と豊富な知見

でわれわれをリードされ、会の基礎を作って下さった。

生前の先生のご厚情をしのびながら。

先生が愛されてやまなかった北海道の自然と動物を守

るため、会の充実と発展に尽すことをあらためて先生の

み霊にお誓いし、追悼の言葉にさせていただく。

西区西野7粂1丁目

存り日の犬飼哲夫先生
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北海道に舞い降りた迷鳥たち ��（2） ��

山 �62�良 ��"�

人々の無関心が鳥たちを滅ぼすと言われます。厳しい

環境に適応できず、自然に滅んでいった鳥たちもいます。

1959年頃までは日本で繁殖していたコウノトリは、今は

渡来すると迷鳥扱いでテレビ・新聞に報道されます。

こうした絶滅に瀕している鳥、日本に渡来した迷鳥等

を、日本鳥学会未公認記録を含めて、野鳥の会会員等道

民の記録を掘り起し、記録化したいと思います。今回は

幌延町の富士元寿彦氏、苫小牧市の大畑孝二氏、札幌市

の島田明英氏、室蘭市の本多進氏の記録を紹介します。

なお番号は前号から続いています。

4．シロオオタカ（ワシタカ科）

1979年11月24日、幌延町サロベツ原野下エペコロベツ

州とペソケ沼倉洗点付近は、川の流れで僅かに川面が開

いて、水鳥たちの休息地になっていた。この水鳥を狙っ

て飛来したオオタカに似た鳥を富士元氏が観察した。富

士元氏はこの点が日本初記録のシロオオタカとわかり、

12月2日まで9日間ペソケ沼周辺でこの鳥を観察した。

シロオオタカはオオタカの亜種で、全体汚白色で、褐

色の斑紋がある。東北シベリアからカムチャッカ半島で

繁殖する。日本ではこの記録の他に1981年2月10日、大

樹町目方農業西川昭一方牛舎で、こぼれた飼料に群れる

スズメを追ってシロオオタカが入り込み、保護された。

シロオオタカ

1986年11月18日、網走市八坂市営ゴミ処理場に設置さ

れていた箱罠に、シロオオタカが入っているのを市職員

が発見保護し、その後測定（全長5馳m・体重1．55k9）の

うえ、足に標識をつけ11月23日に放鳥された3例がある。

アネハゾル

5．7ネハヅル（ツル科）

1986年10月25日、苫小牧市植苗ウトナイ湖トキサラマッ

プ川河口付近で、ヒシクイの群れに交じってたたずんで

いるアネハゾルを、日本野鳥の会ウトナイ湖サソクチュ

アレソジャー大畑孝二氏等が観察した。7ネハゾルはウ

トナイ湖が凍結した11月26日まで記録された。

アネハゾルは全長97．駄mの小形のツルで、額から頭上

は灰色、目の上、目先、のど、前頸は黒く、日の後には

白いふさ状の飾り羽がある。塀は細く短く橙色、足は黒

色である。

中共アジア・中国北部・モソゴル等で繁殖し、冬はア

フリカ東部・イラソ・イソド等に渡る。日本にはまれに

渡来し、鹿児島県出水市にはツルに湿って渡来し、最近

では1989年茨城県に渡来した。

北海道には1974年札幌市真的内と釧路。1973年5月27

日から6月3日まで稚内市宮磯、1976年7月札幌市月寒

種芋場、1982年5月31日別海町西春別に渡来記録がある。
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6．クロジヨウピタキ（ヒタキ科）

1986年4月25日正午頃、斜里町知床半島の突端近くの

文書岩崖地で、崖地に生えた潅木の枝に止っているクロ

ジョウピタキ♂を、島田明菜氏等が観察した。

クロジヨウピタキは全長14cm・頭から背、胸、巽の上

面が黒色、腹から下尾筒、腰が赤褐色、尾も赤褐色で中

央羽は男っぽい。

ヨーロッパから中央アジアにかけて分布し、崖や岩の

ある場所に生息しビルのある市街地でも見られる。習性

はジョウピタキに似ている。

日本には1985年4月、山口県見島で記録された迷鳥で

ある。

クロジョウピタキ

7　ゴマフスズメ（ホオジロ科）

1985年1月、室蘭市本輪西町3－18和泉勝年方バード

テーブルに、クロジに似た見慣れない鳥が飛来し、和泉

さんの知らせで、日本野鳥の会室蘭支部会員がこの点を

観察し、ゴマフスズメと確認された。本多進氏等の観察

によると、ゴマフスズメは餌をさがすとき、両足を揃え

て長めの爪で、落葉等を前に蹴りあげる動作をすること

がわかった。この鳥は3月中旬まで室蘭で冬を過ごした。

ゴマフスズメ

ゴマフスズメは全長17cm、ホオジロより大きい。額か

ら尾羽まで体の上面は黒褐色、腰から尾はやや赤褐色、

のどから下尾筒までは白くて、のど・胸・脇には黒褐色

の縦斑がある。嘆は黒褐色、足は褐色である。

北アメリカ大陸西北部から中部にかけて分布し、冬は

南に移動する。日本には1935年10月、栃木県日光で記録

された迷鳥。

＜参考文献＞

日本産鳥炉図鑑（東海大学出版会）、鳥630図鑑（日

本鳥類保護連盟）、北海道の野鳥（北海道新聞社編）、

北海道新聞報道記事（1980年以降）等参照。

※なお、前号（76号）でニシコクマルガラスをニシコ

クルマガラスと記したことを訂正します。

〒003　札幌市白石区栄通16丁目4－13

写真説明

シロオオタカ

1979．11．24　サロベツ　富士元寿彦撮影

7ネハヅル

1986．11．6　ウトナイ　山田良造撮影

クロジョウピタキ

1986．4．25　知床岬　　島田明英撮影

ゴマフスズメ

1985．2　　　室蘭市　　本多進撮影

ぶらり　上高地　だより

7月21日、ミーチャソ・ハーチャソとして上高地へ。

それでも双眼鏡はある。上高地温泉ホテルの露天風呂に

つかりながら、野鳥のさえずりが聞けたら最高などと思

いつつ、ヌクヌク“なにしろ観光なんだから“と3時間コー

スを歩きはじめる。気持ちは観光なのに、日も耳も探鳥

してる。足もほとんど進まない。キジバトがやたらと目

高　梨　敏　子

立ち、ウグイスの密度も高い。アマツバメが飛び、キビ

タキがベラソメー調子でさえずる。ツミの幼鳥が足もと

から突然飛びたち♂親が前にきて目をひいた。子の安全

を確認すると飛び去った。コサメピタキの巣立ちした幼

鳥が親にエサをねだっている。観光にはなかなか充実し

いる。ほんとうにおいしい空気とすぼらしい風景。
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お昼はこの空気を主食に、パソを食べ、観光の目的の一

つ、ミーチャソ・ハーチャソとしては、宿泊は一年前の

予約が必要な上高地帝国ホテルの喫茶へと、いそいそと

足を運ぶ。紅茶520円、スイスケーキ520円であるが、小

ぶりでしっとりとしたケーキは、私を満足させるには十

分である。今回の目的を果たして帰路についた。
………と、終わるはずなのが、ただ探鳥を楽しむだけ

でなくなってきている。帰りのバスからの風景かつ変化

していく。上高地のその場所だけは俗化されてると聞い

ていてもすぼらしかった。その下の方の川はどうしてこ

んなに濁った色をしているのかと思う。そして、ダムが

あり、そこから先の川は水の流れのあるはずのところに、

ところどころに水溜りがあるだけ。≠ひどい“と思いなが

らながめ、さらに下ると別の川との合流で、そこからは

水の流れのある川になっている。良いと皆に思われる場

所だけが残され、他はメチャクチャにひどいもので、細

切れの自然がある。地球の一員である人間が自滅への道

を歩いている。鳥をただ見るだけの人が鳥を通じてこん

な風景が目に入るようになってしまい、かなしいばかり

です。

……‥などと、突然、投稿気分になり、目立たない存

在の私としては、有名な地名をバックにアピールをする

ことにしました。

〒240　横浜市保土ヶ谷区保土谷町3－203．

ルセアソ元町402

ニセコ自然日記よ　り

事始め　　　　　　1982．5．27

1980年、此の地に家を新築中ウグイスとカッコウの鳴

き声をさり気なく耳にし、キタキツネを折りに触れて見

て来た0その前年はシマリスも見たけれど自然破壊をし

た我が家の周辺ではついぞ見かけることがないまま今日

に至っている。

新しい家に落着いて、アカゲラを唐松の木に見つけ赤

白黒のその美しきに日を見張り、図鑑に依って鳥の名を

認めたときの感動を今も忘れることはない。大袈裟な表

現をすれば、不信心の私がその後≠神様は存在する“と真

面目に考えていることでも判ろうと云うものである。

その後、アカゲラが我が家の軒を突いて角々に穴を空

けたのにははとはと参ってしまった。大工さん白く「ラ

ワソ材だったら漸うはならなかったと思う。松材だから

だなあ。撃つ訳にもいかないし、仕方がないなあ。アハ

ハハハハハハ」…・日。

つけ加えると、大小3ヶ所空けられたこの穴は後年、

その中の2ヶ所がムクドリの子育てに利用され、雛のざ

わめきを壁越しに聞かせてくれたのだった。

ムクドリ（王も1）　1982．5．27

Hさんから頂いた巣箱を並べて取り付けたのが3月始

め、末になってムクドリが姿を見せ、どちらにしようか

なあ！と云う様子で双方の見比べをしていた。やや時の

経過があり、どうやら落着いたと思われたのが4月に入っ

てから。しかし、当初は初めてのことでもあり其処に巣

作りを始めていたことを確認したのは5月に入ってから

京　澤　美佐子

だった。

番の動きが頻繁になりヒナ鳥が解ったことが判った5

月も末近くなると、親鳥は巣箱の中に上半身を入れた逆

さスタイルで給餌をし、ときに身を沈めて、白い大きな

ヒナ鳥の糞を嚇えては持ち出すのである。

コムクドリ（他日

ムクドリより遅れること実に1ケ月半飴コムクドリ飛

来。最初、嬢の赤い斑点をみてひょっとしてホオアカと

いう鳥がいるのではないかと考え調べたところ、その通

りの呼び名の鳥がいた。しかし、それはホオジロの仲間

で見当違いだった。コムクドリの♂と判明した訳である。

Tは不細工な鳥だと云い、私はその仕種をも含めてアロ

ハのお兄さんと呼ぶ。ムクドリが選外とした左側の高い

巣箱がどうやら気に入った様子、と思う間もなく、いき

なり到着日から巣作りと覚しき行動開始である。

巣箱直下にある枯れススキを運ぶ様は実に元気よく、

♂と？の連繋プレーも見事で見飽きることがない。
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ムクドリ（Ib2）　1982．5．28

ムクドリがけたたましい。カラスが巣箱を襲ったので

ある。窓を開け、大声を出して追い払う。その後の親鳥

は実に慎重になった。ストレートに巣箱に飛び込むこと

をせず、離れている唐松の枝に一度羽を休め、段階的に

近づき、尚、きょろきょろと警戒をしながらと云う次第。

にっくきカラス、どうしてくれよう。

ヒナの鳴き声を聞く。耳を澄ますと、ヒナ鳥の気配が

察知出来る。給餌のときの版やかなこと。親に似て、決

してよい声とは思えないけれど、見えないヒナ達の愛ら

しさを想う。≠巣立ちが見たい“

皐月雑感　1982．5．未

昨年、幾度となく姿を見せて野鳥への関心を誘発して

くれたアカゲラを1月に見たきりなのが少し淋しいけれ

ど、3月末ムクドリが飛来したことで始まった私の観察

熟は徐々に徐々に高まる。

たどたどしくも、それと確認したものを列挙すると

1月＝アカゲラ　3月＝ムクドリ　4月＝未確認　5月

＝コムクドリ・ハクセキレイ・ホオジロ・カワラヒワ・

シジュウカラ・アオジ・ツグミ・ウグイス・カッコウ・

キジバト・ベニマシコ・ツバメ・ヒバリ・オオジシギ・

コゲラ・イカル・キバシリ・ヒガラ・カケス・ミヤマホ

オジロ・ミヤマカケス・マヒワ・アカハラ・キセキレイ・

モズと27種を数えることが出来ていた。

ムクドリ（Ih3）　1982．6．5

給餌回数を追う。

9時30分～10時・7回、10時～11時30分・8回となり

1時間に14～15回とし、朝4時過ぎには姿を見ているの

で、一応給餌開始時間とし、夕方は仮に19時とすれば、

210～225と云う数字が出て来る。驚いた。単純な計算な

ので、当を得ているとも思えないが、かなり近い数字が

出ているのではないかとも思っているのである。

給餌の様子

当初は、親鳥がその尾の先の上面を巣箱入口上部にぴっ

たりつける姿勢で首を深く差し込んでいたのが、ヒナ鳥

の成長に伴い段々に尾の位置が下って来た。此の頃は首

を入れるや、ヒナ鳥の声は山段と高く、騒がしさも増し

ている。

ムクドリ3態

（その1）？、給餌の後、傍の枝に止まってしばし休憩、

再度、巣箱に入って中でしばし。♂が来ると、ひょいと

交替、その後、一緒に飛んで行った。

（その2）？、折角持参した餌（ミミズらしい）を枝に

止まってから落とし、追うように降りたのに探し出せず、

下方の枝にしょんぼり。♂の来るのを待っていたかのよ

うに一緒に飛んで行った。

（その3）♂、餌を顧えたまま隣りの木の枝で幾度も鳴

く。鳴きながら、だんだん巣箱に近づいて用を済ませた。

餌が落ちるのではないかとはらはらさせられた。

（注）今日、気付いたこと。♂平の判別はつきにくいが

胸一杯黒いものと、首の周りだけ黒いものがいるので、

前者を♂、後者を9と考えることとして、その判断から

性別記入を試みた。

ムクドリ（Ib4）　1982．6．6　時

ヒナ鳥が飛びつくのか、親鳥は首をちょっと下へ向け

ただけで給餌をしている。犠牲になっているのは、どん

な昆虫なのか。喝】えられているものは、かなり大きいも

ののようである。例えば熊ん蜂かもしれない。透き通っ

た羽、濃い赤茶色で蛇腹に見える大きな胴体。双眼鏡で

見ているため、と云うこともあるかもしれない。

ヒナ鳥の塀が一瞬見えた。親鳥が去った直後、白っぽ

い三角の塀が覗いたのは巣立ちの近いことを暗示してい

るのではないだろうか。加えて、親鳥の態度も少し変わっ

て来た。餌を与えるのに焦らしてみたり、巣箱の近くで

長い時間、懸命に鳴き続けたりしている。

ムクドリ（恥5）　1982．6．9　時

糞の掩出回数が殖えている。

ヒナ鳥の嘆を見たのが6日、昨日はその動きを見てい

ないが、巣立ちの間近い感じがして、おちおちして居ら

れず4時起床。4時10分、♂が姿を見せる。巣に直行す

ることをせず右隣の木の楯のてっぺんに羽を休め、次に

左隣の木の枝に降りて、長いこと鳴き続けた。

給餌間隔はちょっと長い感じ、やはり寝起きは幾分鈍

いとすると、先日調べた時間帯は一日の中で最も頻繁な

ときだったのかもしれない。

昼食時、羽ばたく気配とか、親鳥が入って出て来ない

とか、巣箱の異常に気付き落着かなくなったので、固定

してある望遠鏡を覗く。

ヒナ鳥が上半身を乗り出して今にも飛び立たんばかり、

産毛を風に磨かせて白っぽい下面を見せている。感激の
一瞬である。絵で見ると同じように、口をそれ以上は開

かない程に大きくあけて餌をねだる。その元気のよいこ

と、親鳥はたじたじの態である。再々、顔を出したり羽

ばたいたり、動きが見て取れるようになった。

ムクドリ（Nn6）　1982．6．10　時

身を乗り出すヒナムクドリ。今にも飛び立ちそうな姿

勢を見せる。もう、気が気じゃなくて何事も手に予つかな

い。すっかり成長して親鳥と同じ位の大きさになったヒ

ナ鳥だが、冠羽は未だ柔らかそうで短かいのか、つっ立っ
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ていて図鑑のヒバリのよう。

何羽かな？の課題

色の薄いのばかりが覗いていたように思って居たが、

はっきり色分けの出来る濃いのと2羽は確実にいること

が判った。体の大きさから考えて2羽以上は無理ではな

いかと思う。　　＝（注）後年3羽を確認、5個の卵を確

認＝身を乗り出して上手に口移しに餌をもらうクロちゃ

ん、下手して落してしまったシロちゃん（親鳥が下手を

したのかもしれない、とも思う）

ヒナ鳥に命名、クロちゃん、，シロちゃん

ムクドリ（Ib7）　1982．6．11　時

今朝も親鳥は4時過ぎに姿を見せる。ヒナ鳥は手馴れ

て餌を待ち、親子揃ってはたばたばたと賑やかな給餌風

景である。

ヒナ鳥が鳴いた。一人前のこの鳴き声、今までは聞い

ていない。喝の動きと親鳥の鳴き声と一致する。成長し

たヒナ鳥は、おはよう！と大きな声で挨拶をしても知ら

ん顔、カラスが近づいたので大声を出し窓を叩いても全

く動じない。

ああ、巣立ちはいつ？。その瞬間を見たくて、毎朝頑

張って早起きをして来たけれど、私は、今日出掛けなけ

ればならない。残念。

ムクドリ始末記　1982．7．16

3月末、飛来。4月、巣作り確認。5月になってから

やっと動きに注目出来るようになる。

6月6日、ヒナ鳥の塀を認める。

6月9日、ヒナ鳥が身を乗り出す。

6月10日、色の具合で、ヒナ鳥は2羽とする。

6月11日、ヒナ鳥が鳴いた、親鳥のように。外へ身を

乗り出して餌をもらうようになり、じっと

空を見上げ、辺りをみる。それぞれに、か

なりの時間をかけてみる。

6月16日、帰宅。ムクドリは巣立っていた。12日から

15日までの間にである。それにしても、暗くぽっかりと

空いた巣箱の丸い穴。塞がることないのは如何にも淋し

い。あんなに親しんだムクドリ達よ。今頃は、何処に、

どんな風にしているのだろう。

コムクドリ（Ib2）　1982．6，21

5月18日、その飛来について記入したのみで、専らム

クドリの観察に終始して居たが、今日（夕方）コムクド

リにヒナが解って、子育ても、ムクドリの経験から佳境

に入っていることに気付く。♂守が続けて白い糞を嘲え

て出るところを目撃したのである。

先日末、餌を嘲えて枝先にいる親鳥を見ているのだけ

れど、巣箱が高いためもあって（体の小さいこと、葉が

繁って来たことも書き加えなければならないかもしれな

い）ムクドリの時より、非常に観察がしにくい。そのた

めに判然とさせられなかった。

コムクドリのヒナ鳥の巣立ちを見ることは容易ではな

いと考えられるが努力をしてみたい。

コムクドリ（Ib3）　1982．6．30

餌を与えるのに親鳥が巣箱の中へすっぽりと入らなく

なった。ヒナ鳥が大きく成長をした証拠である。それに

♂親鳥が巣箱の中へ顔を向けて幾度も鳴いている。巣立

ち訓練のひとつかもしれない。

7月3日～8日の間、家を空けるので、ムクドリの時

と同様、巣立ちを見ることが叶わないことが考えられる。
≠どうぞ○○様≠の心境である。

コムクドリ（Ib4）1982．7．2

懸念していたように、ヒナ鳥が顔を出した。巣立ちに

立合える可能性は殆んど無くなった。

それにしても可愛い。早速、身を乗り出す姿勢で餌を

受けている。今のところ1羽しか見ていないようだ。黄

色い塀、丸い頭、まん丸で美男の目、背のあたりは黒い

色に見える。癌の赤い斑がヒナ鳥の中から判然としてい

るものなら、あのヒナ鳥にはそれがないので早と云うこ

とになる。

コムクドリ（恥5）　1982．7．9

ああ、コムクドリよ、お前もか。

ヒナ鳥が顔を出したのが2日、出発前日で帰着が8日夜、

コムクドリも又、帰りを待って居てはくれなかった。8

日の朝だったのかな、7日かな、6日かも。何と未練が

ましいことだろう。

判っていて、今朝は4時前に起きたが、コムクドリの

影さえ見とがめることも出来なかった。どう嘆いたって

許されると思う私である。家主に挨拶もしないでさよう

ならなんて、余りに薄情ではありませんか。でも、どう

ぞ元気でね。
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コゲラ　1982，7．12

北海道では珍しい猛暑の続く7月上旬、雨も降らず、

雨ごいの話題が聞かれる程である。雨の予報が裏切られ

たこの日、少しばかり風が吹いて少しばかり涼気を感じ

た朝6時、コゲラを見る。

唐松にスズメ位の鳥が取りつき、背を見せてどんどん

上る。地味ながら、はっきりとした横鶉羽。Tを呼び調

べてもらい、それと確認する。

双眼鏡を手離さない中に、道の向う側の唐松林にアカ

ゲラがすい－っと。すい－っとシジュウカラがお出まし

になる。ついでながら草取りのため裏庭へ出た私の気配

に大石の陰から飛び立ったのはキジバトだった。それで

思い出したことがある。

昨日の夕方、撒水のため動き回っていたとき、背高く

伸びたイタドリの下にキツネがいてこちらを窺っていた
ヽJ　　らしいことに気付いた。親しい友人に逢った気分で思わ

ず「あらっ」と声を出すと、あちらさん、少しも慌てず

冷水州の方向へ悠々と去って行った。想えば、移住当初、

家の前を歩いているキツネを見つけて姿を目で追ったと

き、あちらさんも負けずにこちらを見ていて、視界から

その姿が消えた後で、はて、私はキツネを見ていたのか

な、見られていたのかなと考えたことがあった。

イカル　1982．7．23

夕方、洗った覆物を始末するべく外へ出たところ、キョッ

、キョッと鳴きながら少し離れている唐松のてっぺんに

止った大きめの鳥を見つけて興奮する。急いで双眼鏡を

取りに家に入ったが割合ゆっくりしてくれたので雨模様

のくすんだ視界ながら一生懸命みることが出来た。

頭の黒いのがはっきり、しかも短かく切れている。そ

れに羽の部分が黒く（明かるい陽射しの中では紺色に見

えただろうか、本ではそうなっている部分である）塀は

大きく黄色い感じで、残りは灰色であると判断をした。

久し振りに新種発見である。うれしい。

ヒガラ　1982．7．30

旭川からの親しい友人達の去った翌朝、いつもの、さ

んざめく野鳥の声を耳にして屋上へ駆け上る。

唐松林に群れる小鳥、飛び交う小鳥、動きが素早いの

でなかなか姿を捕えられない。辛抱強く待つことしばし、

喉の黒い線、あ、あれはシジュウカラ。思う間もなく双

眼鏡が次のを揃える。と、その中に更に小さい地味な鳥

がつと仲間入り、はてと、眼を凝らす。車が通ったため

に散ってしまう結果となる。

スズメ位と云うシジュウカラに対して、スズメより小

さいと云うハシプトガラ・コガラ・ヒガラ、どうも冠羽

の具合まで見られなかったけれど、その色の具合から、

ヒガラと思うのが一番自然なようなのでヒガラとした。

シジュウカラ　1982．8．2

お馴染みの鳥の管なのに、背面から眺めることで、改

めてはっとさせられた。色が地味なので、カワラヒワの

背面を見たとき程の驚きはなかったが、考えてみれば、

羽の色模様を相対的に眺めることで美しきが倍増される

と見てよいのだから新鮮な訳である。

それに、電線を横跳びにつっつっと進み腰を振るよう

に向きを変えたりするときの愛らしさ、ありふれていて

魅力的な鳥ではある。腹部が白っぽいのと黄色っぽいの

とが並んでいたので、何を意味するのかと調べたが手許

の資料では判らなかった。それと巽の1本の白線がよく

目立つことが確認出来た。

キバシリ　　1982．8．2

電線を伝い歩き、電柱を上下して伸よく遊んでいた2

羽のシジュウカラが林に戻ったところで、私も双眼鏡を

戻す。林の中はささやき合う小鳥達でざわめいている。

大型自動車が奇妙な音を立てて通り過ぎた。一瞬、林は

静寂となる。1羽の鳥さえもいないみたいにである。

枝先につと出て来た鳥、シジュウカラじゃない、其黒

で丸い目が可愛い。頭から腹にかけて白い。塀を思い出

そうとしても駄目、薄い色だったのだろう。兎に角、嘆

を動かして、じいっ、じいっと云うように鳴いた。鳴き

声の表現はとてもむずかしい。忘れそうでくやしい。
一皮、静かになった外が、またまたさんざめく。ペソ

を掬き屋上へ飛び出す。いるいる群れている。シジュウ

カラの群の中に幾種類の鳥が一緒にいるのだろうか。

全体が薄い茶色の優しいのがいた。そしてその鳥、目

の前の木にひょいと釆たが背中が細かい市松模様でカラ

類とは違う体型。つつ、つつと木を登って行く、見えな

くなる、また見える（後で判明、螺旋状に登るのはこの

鳥の特徴でした）目を見張る。まるで、唐松の木肌と同

じような色の鳥の名はキバシリと云う。成程。

ああ、また新種を見た。その上、その群の中でウグイ

スが喉元を紅潮（そう見えた）させて、私のために、私

の方を向いて鳴いてくれた。私はそう思うことにする。

それは華麗な小鳥達の舞台だったU

随　想　1982．8．

水を得た魚のように、と云う表現がある。雨を得た小

鳥のように、と云う訳にはいかないのだろうか。

今朝は雨がぽつぽつ落ちていて、私は例の帽子をかぶっ

ていた。雨催の日とか、小雨の日（本降りの目の様子は

不明）は野鳥がよく噸り、よく遊ぶと思っている。

ある鳥を間違いなく見ていると思うのに自信がない。
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53才と云う年令のために7衰えた視力が情ない。眼鏡を

かけると、双眼鏡はこれ又ぴったりしないのである。で

も再度、眼鏡越しの訓練をしてみようかな。

この他へ来て、体調は快復している。余生のスタート

ラインに居る私にとっては幸甚の至りである。生活環境

の整備をして、2、3年可能な限りいろいろなことに挑

戦し、体力の衰退に合せて、順次、友として行けるもの

を模索しよう。

鳥の名は？　1982．8．16

14日、丹念に見た鳥なのに、どうしても決定出来ない

鳥名。全体が茶色で地味ながら黒く丸い可愛い目をして

いて尾の先が僅かに白い。シマセソニュウと見たい。

“北海道の鳥㌦旺文社図鑑≠ともに、もう少し詳しい生態

説明が欲しいと思う。比較的低いところを飛び交い主に

地上で虫を捕えている様子。

16日、もう一皮見たいものと屋上で待機したが駄目。

晴れ上り（日中、雲が多くなった）さぞや暑くなると思

われた朝で、鳥影なく、しばらくしてホオジロがちょっ

と挨拶をしてくれた。次にスズメが現れ、小さい白い蛾

（と思う）を立て続けに揺るところを見る。初めのは胴

だけ食べて羽はわざと落していたようだ。

当初の期待は外れたけれど不足はない。第一楽しい。

更に、少し濁った声で短かく鳴き続ける鳥がいる。例

えば¶グェッグエッグェッ≠それとも“ゲッゲッ≠≠クエッ

クエッ、の主を追っているがとんと判らない。どうも、

空を飛んでいる中型の鳥ではないかとも思うが判らない。

その中、きっと確かめたい。

アカゲラの声　1982．9．12

長い留守で、砂利の整理、草取り、ニワゼキショウの

種子蒔きと忙しい。一段落の8時過ぎ、小鳥連のざわめ

きが始まった。急いで家へ駆け込み手を洗い屋上へ。

何やらいろいろといる。曇天のため、なかなか姿をつ

かめない。アカゲラ！後頭部と下腹部の赤い♂。≠キェッ、

キェッ≠鋭い声を発しながら木をよじ登る。さ一っと裏

山へ飛び去ったと思ったが、また同じ声が聞こえる。さ

あ、頼りない私の記憶力、次の機会に声だけでアカゲラ

と判別出来るだろうか、たった今は自伝があるのだけれ

ど。近くのロッヂの奥さんがお嬢さんを背負って通りか

かり、屋上へ。アカゲラを見るのは初めての由。

キセキレイの巣を襲った青大将がヒナ鳥を飲み込んだ

話を聞いて、ムクドリの巣箱を襲ったカラスのことを想

い出した。家へ入ったら10時半だった。

この日記から7年を経ている今も、野鳥の声で識別出

来るのは極めて少数に限られていますが、当時は、鳴き

声で野鳥名を当てることなど信じられない気符でした。

モ　ズ　1982．9．23

朝9時、ジェッ、ジェッ、ジェッ、ジェッと強い声、

巣箱のかかった木のてっぺんから離れた木のてっぺんへ、

そして向いの深い木立の中へ聾を落して消え去った。2

羽が行動を共にしていた。

チャンスはあったのに、確認に至らなかった。1）スズ

メより少し大きいかな　2）尾が長くスマートだと思った

3）セキレイではない　4）腹部が白っぽかった　5）塀の

様子不明。モズかな？

同じ時、大きな白っぽい鳥が少くとも4羽、立て続け

にニセコアソヌプリの方向から裏山へ抜けた。最初の鳥

は目前を横切って比較的近い木に止ったけれど、赤味を

帯びた色を持っていたことが判っただけ。溜息をついて

いる中に、次から次へと飛び抜けて行ってしまった。

カケス　くその1）　1982．10．4

秋晴れの午後、カワガラスの棲むと云う沼を見たくて

T氏宅訪問、御夫妻の先導で目的の場所へ向う。

薮を進む途中、前方の木に大きめの鳥影を認める。カ

ケスだね、事もなげに言い放つT氏。双限鏡で見たのに

遠過ぎてとんと様子の掴めない私。無念。

浅い薮は続く。幾段にもなった小さな滝を左右に見な

がら目的地へ。沼には細く白く背の低い枯木が引き締っ

た雰囲気を醸して立っている。カワガラスに対面は叶わ

なかったがどんく・りを拾い、赤い葡萄の薬を質でて秋に

親しんだ。ふと、若い笹の薬が一面にあることに気付き

念願のお茶を作るためこれを摘む

カケス（その2）　1982．11．16

ニセコよ、ただ今。

大好きなこの自然は少し疲れた私を優しく迎えてくれ

て期待を裏切らない。見馴れた山々よ木々よ小鳥達よ。

倹しい風景に見とれている窓の下に沢山の小鳥が戯れ

ている。この表現に誇張はない。12日のことだった。感

激して独り騒いで居たくせに、族の後始末で忙しく記帳

を忘れていたが、ホオジロ、アオジがいて、それに冠羽

のあるのがいたのだ。黄色の部分をもつこの鳥、ミヤマ

ホオジロか、窓のFに幾羽もいたのだった。

そして今日、とうとうミヤマカケスを見たのである。

高熱のため脱力感のある私は、飯寿司漬けのために体

調を戻すため無理をして起きていた。寝巻姿のまま、外

を眺めていると、白っぽい（と思った）鳥が飛んで来て

殆んど葉のない木に動きを止めた。じっと動かない鳥は

とらえにくい。動き出したが、ここと思えば又あちら式

に動いていて又静止。何故かモズではないかと思った。

やがて、ぎこちない格好で動き出した鳥は大変に鮮や

かな配列の色をした鳥であることが判り胸が高鳴った。
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頭部が赤味を帯び、青、白、黒に塀は黒。初見参の大き

めのこの鳥に興奮した私は、顔を洗い衣服をまとった。

カケスは盛装をしていた。

ペニヒワ（恥1）　1982．11．20

書き落しているが、帰山以来アカゲラの動きが活発で

打ち切りかと思っていた軒突っつきが始まり早朝から私

を怒らせている。ベッドから森の戸を開け≠こらっもと声

をかけても、一皮は逃げて、また始める始末。

コアカゲラも見た。寒い朝というのに笹薮でホオジロ

が元気よく遊んでいる。

午後11時、美味しいなあパソと紅茶。のんびりとした

気分で窓外に目をやると何やら動いているのでシジュウ

カラかなと双眼鏡をのぞく。違う。黄色味がかっている

のでアオジかな、直く・そうではないことが判る。

眼の縁というより切れ長に黒く、喉にも短かい黒斑が

あり、体型はカラ類に似ていると思う。喝は短かくオレ

ンジがかっている。最大の特徴は頭頂部が濃い赤で皿を

ふせた感じ、顔を正面から見据えるとふと達磨さんを連

想させられた。かわいいだるまさんである。境の付板は

実景。随分ゆっくりしてくれたので、よく見たつもりな

のだが、赤黒く見えた頭頂部を黒と訂正すればマヒワに

そっくりなことが判り首を傾げている。確かに赤味を感

じたと云う自信があるからである。

から松の実を元気よく啄む小鳥が何時の間にやら2羽

になったが、これも同種のものだった。光線の加減で黒

が赤味がかって見えることがあるとすれば、これはマヒ

ワと云うことになる。≠北海道の鳥≠に掲載されているマ

ヒワの写真は頭の色について考えなければ、唐松に止っ

ているところまで、この小鳥にそっくりである。

誰方か、私の疑問に答えて下さい。

マヒワ（Nnl）　1982．11，23

間違いようがない、マヒワを見る。1本の唐松に戯れ

るが如くその実を啄む。黄色い。黄色の目立つ小鳥だ。

眼を奴らして、頭の赤いのを探す。いたいた、1羽。

マヒワに非常によく似るが黄色味なく白っぽいし、目も

とが黒い。マヒワの目は、はっきりと丸く見える。今日

は、頭の黒に守も沢山いて、まるで唐松は遊園地ならぬ

遊閑木である。

寒くなって来たのに小鳥たちは元気で、うれしい。

マヒワ（恥2）

100羽はちと大袈裟か、50羽ではあり得ない。いやい

や、やはり100羽以上。沢山のマヒワが実をつけている

唐松に群がる。枝々はプランコのように括れる。降り積っ

た崖板の雪がどさっと落ちると、驚いたマヒワは一斉に

渦巻くように飛び立ち、直く・戻って来るのである。

唐松の枝が五線符、小鳥達は音符。シャノソウイソド

の窓は野暮で私の耳には何も聞えないけれど、優しく、

可愛い音色の旋律が心に染みる。

そして、やはり居た。数は少ないようだが、あの、頭

の赤いダルマヒワ。

マヒワ（恥3）　1982．11．25

起床7時、カーテンを引く。猛烈な吹雪である。その

雪の中、群れるマヒワ（経験から推察）と思っても、雪

の動きの小休止の中で確認が出来た訳なのだが、凄い数

である。横に伸びている唐松の枝のそれぞれにびっしり

まつわっていて1本の枝に30羽はいるだろう。鈴なりマ

ヒワに唐松は括れ動く。

マヒワ（Nn4）　1983．1．26

7トリの珍種かと、絵まで描いたこの鳥の正体を掴む。

朝7時、無数といってよい小鳥が唐松に群れている。

「お早よう、マヒワ達よ」間近い玄関前の群を丹念に見

ているとお馴染みのマヒワが見当らず、昨年末、課題と

なっている頭頂部の赤い黒白まだらの鳥ではないか。

赤い小さいベレーを載せたものの中に混って、胸許を

赤く染めたのが2羽いるのに気付き興奮は更に高まる。

つと、1羽のマヒワが紛れ込む。これは自然の神様がちょっ

と、教室の黒板に鞭を当ててくれたのだと思っている。

今までは、納得のいかないまま、マヒワと行数を共にし

ているペニヒワを、その都度みんなマヒワなのだと思い

込もうとしていたことに気付かせてくれた。

下面に筆で刷さいたような紅色のジレーを付けて気取

る♂の割合の何と少ないことだろう。気に懸ければ気に

懸る。渡来する年としない年があると云うので、こんな

形で出逢うことの出来たことに感謝している。因みに、

最初、2羽の？に対面したのは昨年11月20日だった。

〒044　虻田郡倶知安町字山田ささやき坂
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植苗探鳥
1・6・11　三　船　幸　子

リラ冷えが続くなか久々

の快晴に恵まれた。絶好

の探鳥日和。植苗。それ

は駅を背に其直な道から始まった。

両側に雑木林が続く、まもなくキビタキが奏でる甘く

つやのある序奏を耳にして、初参加の不安も和らぐ。

昨年の今頃、北海道新聞に格好の探鳥ガイドと銘打っ

た道野鳥愛護会の記録集発行が記載されていた。丁度そ

の頃、札幌西区民センター主催のバードウォッチソグを

きっかけに3年が経過し、鳥に興味をもちはじめ鳥と名

のつく書物を随分あさっていた時期故に、早速そのガイ

ドブックも入手した。ガイドブックは7つの地域にまと

められていた、そのうち2つの地域を残してその年の私

の探鳥は終った。

さて年明けてシーズン到来。未探索「植苗」に早期降

り立つ0道に関する前知識がなく、ガイドブックの再読

を頼りに斉の中を歩く。左手林を抜け開けた所に出る。

とそこは美々川の左岸だった。西に行き過ぎらしい。美々

州がウトナイ湖に注ぐ辺りが探鳥地とブックには書いて

ある。同じ道を戻るのが惜しく、川口までの距離に高を

括って河岸を歩きだす。長ぐつの用意はあったがオーバー

ズボンを持たない悲しさ素人判断が巣り、着衣が朝露に

ぬれてしまった。あまりの寒さに目的のシマアオジを観

る余裕を無くしてしまい、串へ引き返し帰った。

後日。6月11日御地でガイドブック本家の探鳥の催し

を小耳にはさみ、再訪をきめた。

上記の経緯があったが元に戻り、駅前通りのキビタキ

に続きアオジやカラ類、カッコウの噸りを聞き左側2本

目の道を林に入った。入って最初の小径を左に折れる。

ここが肝心の関所であった訳……道中セソダイムシクイ

はチョチョピーと鳴き郭公はカッコウだという私の固定

観念に新風を吹き込まれた。これは大きな収穫に思う。

やがて青空が開けた所に出るや草原の小鳥たちの大合唱。

目前にウトナイ湖が見え、みずうみを渡る爽やかな風が

心にくい。「シマアオジが入りましたよ」。三脚に設え

たどのレソズもしっかり捉えて初心者に観せて下さる。

濃黄の胸に金茶の首環、黒いビロードのマスク、と自然

がおりなす配色の妙趣に目をうはわれる。「あっベニマ

シコ」一瞬青空に小さな紅色が翻った。コヨシキリが歌

うなか草の絨毯に腰掛けての昼食は実に心地よい。

今回の指導員の一人山田良三氏は、正月の沖組探鳥ツ

アーのメソバーで偶然の再会に話がはずんだ。原稿も依

頼されてしまった。

間もなく数々の強烈な印象を与えてくれた植苗とも別

れの時間がやってきた。現地で解散、後髪を引かれる想

いで殿りを行く。湖の視界の最後に数人がヨシガモを見

た。幸運児はヨシガモの見送りを受け、離れがたい。

それにもまして、出追いの不思議な一冊の本との巡り

会いに、しみじみ考えさせられる一日だった。

〒063　札幌市西区八軒1粂西4丁目1－17－55

9：10～11：50

〔記録された鳥〕アオサギ、マガモ、トビ、オオジシギ、

キジバト、カッコウ、ツツドリ、ヒバリ、ショウドゥツ

バメ、ツバメ、ハクセキレイ、ピソズィ、ヒヨドリ、モ　ー

ズ、ノゴマ、ノピタキ、アカハラ、ヤプサメ、エゾセソ　＼、ノ

ニュウ、マキノセソニュウ、コヨシキリ、セソダイムシ

クィ、キビタキ、シジュウカラ、ホオジロ、ホオアカ、

シマアオジ、アオジ、オオジュリソ、カワラヒワ、ベニ

マシコ、シメ、スズメ、ハシポソガラス、コプハクチョ

ウ　　以上35種

〔参加者〕西　諭・早百合、溢谷信六・弘子、掛目保・

弘子、今野弘、中矢道恵・麻紀、羽田恭子、松井昌、清

水朋子、豊口車・美代子、関口健一、新田キノ、佐々木

武己、香川稔、田中金作・礼子、丸山素、佐々木友子、

千葉広、犬飼弘、鈴木とよ子、大野信明、松本修子、志

田博明・政子、山田良造、井上公雄、富川徹、戸津高保・

以知子、森岡弘光、遠藤茂・幸子、佐藤勇、福岡研也・

玲子・正樹、岸塚洋美・麻季代、宮田久・あき子、鈴木

克司、杉野仁美、柳沢信雄・千代子、竹内太刀夫・淳子、

泉勝銃、三船幸子、竹内強、鎌田玲子、大西典子、野口

正男・キヨ、武沢和義・佐知子、田村允郁、山本由貴子、

渡辺照彦　　以上63名

〔担当幹事〕富川徹、山田良造

－12－



東米里探鳥会
1・6・18　古　川　豊　子

札幌に住い乍ら、東米里の場所を知らず、何か遠い所

の様に思って居りましたが、街の中心から北東へバスで

わずかに20分、まだ草地が残る野鳥の楽園です。

当日は、生憎の重り空、時折小雨がばらつく天妖とな

りましたが、「かっこう」の声が一行を楽しく迎えてく

れました。これ迄は、ベラソダと森林のウォッチソグで

したので、草原での鳥をとらえるのは、さえぎる大木も

なく、さぞ見やすいのだろうと、思って居りましたが、

意に反して難かしく慣れる迄には、時間がかかりました。

最初に出会ったカッコウに続き、アオサギが空高く優

雅に飛んでます。早く近くで野鳥の姿をとらえたいと、
＼→一　気も高ぶります。草道をはさんで両側の草地には、繁殖

期、子育ての鳥達の噸りが、あちこちから聞こえて来ま

す。草地を進みますと、アカハラが胸からお腹にかけて、

美しいキツネ色で噂っている姿を、望遠鏡がとらえまし

た。双眼鏡よりはるかに威力があって、特徴をつかみや

すいので、もっぱら望遠鏡を頼りにする事にしました。

遠くの枯木の頂上に鳥らしき姿、又望遠鏡が、オオジ

シギと確認。少しカープした塀、時折片足になったり、

上空を旋回し羽音をたて乍らの急降下、本当に賑やかな

鳥です。

ノピタキ・オオジュリソの♂達は、神様が創った配色

の美しきを誇示するかの様に、ダソディーな姿で嘲って

ます。一番感激しましたのは、ノピタ牛の親子、枯草の

長く伸びた技の中程に図鑑そっくりのスタイルで一生懸

命囁っているのです。幼鳥はようやく枝に掴り、まだう

ぶ毛が残っている姿の愛らしい事、すっかり鳥の世界に

吸い込まれてしまいました。

近くでモズの警戒らしき鳴き声、カッコウが託卵でも
ヽ－／

しようとしているのでしょう。どうやらモズが追いはらっ

た様でホット致しました。

道路から直く・近くの薮に、ノピタキの巣が見付かり、

触れない様にとの注意を受け乍らの観察、何か悪い事で

もした様な気持になり乍ら、そうーと見せて某いました。

此の草地も造成が進んでいる様で、来年は此の一部分は

埋められるであろうとのお話し、今年楽しませてくれた

鳥達は、来年どこで営巣し子育てするのでしょうか、気

掛りな事です。

野生が人間と共存出来る自然環境を守ってやらなけれ

ば、此の素晴らしい地球は味気ないものになる事は、確

実と思いました。沢山の鳥達を教えて下さった指導員の

皆様、有りがとう御ざいました。

〒064　札幌市中央区南2粂西25丁目

〔記録された鳥〕アオサギ、トビ、コウライキジ、コチ

ドリ、イソシギ、オオジシギ、キジバト、カッコウ、ア

カゲラ、ヒバリ、ハクセキレイ、アカモズ、モズ、ノピ

タ牛、アカハラ、エゾセソニュウ、コヨシキリ、オオヨ

シキリ、ホオアカ、シマアオジ、アオジ、オオジュリソ、

カワラヒワ、シメ、スズメ、コムクドリ、ムクドリ、ハ

シブトガラス　　以上28種

〔参加者〕中尾都、佐々木友子、閑広司、芳村耕一、三

船幸子、高橋典彦、井上公雄、新田キノ、山田良造、桝

川保・弘子、松井昌、泉膠銃、吉岡孝夫・真也、杉田範

男、大野信明、佐藤勇、霜村耕介、佐々木武己、山田義

隆・紀栄子、船尾恭子、竹内強、古川豊子、大沼裕・陽

子、野坂英三、大平則雄、永島良邸・トキ江、千菓広

以上32名

〔担当幹事〕霜村耕一、井上公雄

夜の探鳥会
1・6・24　高　橋　典　彦

北海道野鳥愛護会主査の探鳥会行事という文字を新聞

で見て、会の行事に参加4回日となります。福島県から

札幌に来て3ケ月経過しますが、道内の自然を深く見た

いという希望を持っておりましたので、又とない会であ

ると入会をし、できるだけ時間がとれるようにしてまい

りました。福島でも1・2回は探鳥会なるものに参加し

てはみましたが本格的ではありませんでした。今までの

知識で、野幌森林公園、米里周辺を探索させてもらいま

したが、大変自分の生活範囲が広がった感がしています。

今回の『平和の滝公園周辺の夜の探鳥会』は、会の年間

行事の中でも1回しかなく、大変興味を覚えての参加で

した。ちょうど夏至を過ぎた時期ですので、集合時間の
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18時30分でもまだまだ、双眼鏡が使える明るさでした。

夜だからメモは取れないし、電気をつけても鳥は見えな

いと思って、何も持たず、歩けば暑くなるだろうと薄着

をし、たかをくくっておりましたが、先輩会員皆さんの

用意周到さには頭が下りました。なるほど、夜は夜でい

ろいろ準備が必要であると良い勉強になりました。うち

わ（虫をよける）、虫よけスプレー、蚊取り線香、電灯、

長そでの服と足首のしまるずぽんなど必携でした。

駐車場から約1時間ほど歩いた後、ここで待ちましょ

うといわれ、こんな見晴しの良い送電線の真下で止って

いて何が見られ、聞かれるのだろうと思っていました。

暗くなるにつれて聞えました。オットット一、オットッ

トー（本などにはプッコッキョーと書いてありますが）

澄んだ声が正面の森から響いてきました。コノハズクの

声といわれて、中学生の頃ラジオから流れていた仏法僧

という声を耳の奥から引き出されてなつかしく、ほんと

うに感激しました。谷の向こうで2羽が合唱するように

鳴いていました。もう今日はこれで満足と思ったとたん、

同時にツツドリの声が聞こえたかと思うと、ヨタカが黒

い影を作って飛び、キョキョキョ………とすく・そばで鳴

き、ヤマシギが山の端に見えがくれに飛翔しているのも

見られ、これでも今日は少ないということですが、演出

室些肇

〔サトナイ湖〕

平成元年11月12日（日）

南下途中のハクチョウやカモ

類、それにオオワシ・オジロワ

シなどをウォッチングしながら

湖畔をネイチャーセンターまで

歩きます。昨年はコウノトリを

この例会で見ることができました。

午前10時　ウトナイレイクホテル湖畔側集合

（行）千歳空港発　9‥10　　苫小牧行道南バス

ウトナイ遊園地下車

（婦）ウトナイ遊園地発　　千歳行13：24、14：14

〔小樽港〕平成元年12月10日（日）

野鳥の会・小樽支部との合同例会で、バスにのって祝

津から小樽港内を移動しながらの観察です。シノリガモ・

コオリガモなどの冬ガモと共に昨年は小樽港でオオハム、

ウミスズメ、ウミガラスをごく間近で見ることができま

されたような場面でした。さあ帰りましょうといわれて

我にかえりましたが、Yシャツの上から血を吸われた背

中、手足のかゆさにはまいりましたが、大変有意義な時

間でした。ちょっと新人の一言、鳥に限らず知識の豊富

なのは良いのですが、歩きながらの声が大きいのが毎回

気になります。“鳥を見、聞く時は木になれ≠原点に帰っ

て感激してみるのも奥行きが広くなることにはならない

でしょうか。

〒005　札幌市南区真的内曙町三丁目10－2

〔記録された鳥〕ヤマシギ、キジバト、アオバト、ジュ

ウイチ、ツツドリ、コノハズク、ヨタカ、ハリオアマツ

バメ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、トラツグミ、ヤプサメ、

エゾムシクィ、キビタキ、オオルリ、アオジ、カワラヒ

ワ、カケス　　以上18種

〔参加者〕鎌田玲子、武沢和義・佐知子、竹内　強、九　　一ノ‘、

山薫・かおり、泉勝銃、大西典子・尉仁、志田博明・政　、）

子、荒川真須美、羽田恭子、佐々木武己、山田甚一・れ

い子、矢野昭二・玲子、井上公雄、三船幸子、竹内太刀

夫、戸津高保・以知子、高橋典彦、佐藤彰夫・末利子、

大町欽子　　以上27名

〔担当幹事〕戸搾高保、井上公雄

した。今年はどうでしょうか。なお700円程の参加費が

必要です。防寒には充分配慮して下さい。

午前10時　JR小樽駅待合室集合

〔藤の沢〕平成2年1月21日（日）

年に一度の室内からバードテーブル瞞野鳥を観察章

する例会です。小鳥の村の名誉村長である小沢さんをか

こんで野鳥談義をしたり、昼には心づくしの豚汁を食べ

たりします。また楽しいゲームや福引もある予定です。

気楽に御参加下さい。なお参加費は500円程です。

午前10時　白鳥園集合

定鉄パス　定山渓線　藤の沢下車　徒歩20分

〔野幌森林公園を歩きましょう〕

平成元年11月5日（日）、12月3日（冒）

午前9時　大沢口駐車場入口集合

いづれの探鳥会も余程の悪天候でない限り行います。

昼食・筆記具・観察用具・雨具等をご用意下さい。

探鳥会の問合せは011（551）鑓21井上まで。

［北海道野鳥愛護会］年会費1，500円（会計年度4月より）　郵便振替中将1－18287

面060　札幌市中央区北3粂西11丁目加森ビル5・6階北海道自然保護協会気付㊨（011）251－5465
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